



























第 1 章   ──「学び」への注目と「遊び」の意義に関する共通理解
第 2 章   ── プロジェクト活動の記録から読み解く「学び」と「遊び」
── まとめと残された課題
【Abstract】The aim of this paper is to analyze the situation concerning PLAY and
LEARNING in ECEC and to investigate the relation between those two activities,
such as, why LEARNING is now prevailing in the world, what is the significance to
emphasize the PLAY, what is the relation of PLAY and LEARNING etc.
The characteristics of PLAY (e.g., the pursuit of fun, rich process, free from result) are
also a principle of method of LEARNING. We now analyze Three Documentations based on
























































けるレッジョの影響はスウェーデンに比べて 20 年、アメリカに比して約 10 年遅く 21 世
紀に差し掛かる頃から本格的な紹介が始まったので、ピサ・ショックと重なってしまってい
る。それで両者の影響を区別しにくいが、レッジョの影響をつうじて「学び」という言葉


































































































































































和光学園は 1934 年 11 月、成城学園を母胎として創設された新学校の一つである。幼稚
園もその時から小学校に付設されていたが、1939 年に戦時下で一旦閉鎖、1951 年 4 月、




1990 年頃までの実践を分析した浅井幸子によると、第一期は、1950 年代から 1960 年代
半ばまでで、久保田浩にリードされた「態度形成を志向する目的的活動としてのプロジェ
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